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属の地球熱学研究施設（教員 9 名）および地磁気世界資料解析センター（教員 4 名）があり、特に
地球熱学研究施設は、固体地球物理関係の教育研究に大きく関わっている。 



































































 以上述べたように、京都大学の固体地球物理学分野に関わる教員は、教室でこそ 6 名であるが、
熱学研究施設を加えると 15 名、さらに大学院の協力講座まで含めると約 50 名となり、関連する研
究分野は（それでも固体地球物理学分野をすべてカバーするとは思えないが）大変広範な領域に及
んでいる。これらすべてについてその学問的な現状や将来展望を述べることは不可能であるので、
最近の一つの例として、衛星重力ミッション GRACE (Gravity Recovery and Climate Experiment) 
に関連する研究を紹介したい。 
GRACE は、2002 年 3 月に米、独が共同で打上げに成功した低高度（約 500ｋｍ）の同一軌道上
を約 200km の間隔で飛んでいる双子衛星である。GRACE では、この 2 つの衛星間の距離の変化




















 これらの例のように GRACE は重力場の研究にブレークスルーをもたらしており、このことは、
海外の学会での研究発表の件数にも如実に表われている。GRACE が打ち上げられたのは 2002 年
であり、そのデータが一般に公開されるようになったのは 2004 年以降のことである。その後、2007
年のペルージャでの IUGG/IAG の重力に関連するポスターセッションでは、タイトルの一部として
「GRACE」を含むものは 153 件中 19 件、口頭発表では、61 件中 17 件とさらに高比率であった。
また、昨年（2009 年）9 月にアルゼンチンで開催された IAG 学術総会での重力場測定に関連のセ
ッションでは、もはや衛星観測に関連する発表件数が地上観測を上回るまでになっている。 
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 教室：堤 浩之   熱学：竹村恵二 防災：岩田知孝、松波孝治、関口春子、浅野公之 
環境地圏科学：  
防災：石原和弘、千木良雅弘、関口秀雄、釜井俊孝、末峯章、諏訪浩、井口正人、  
福岡 浩、寺嶋智巳、山本圭吾、汪発武 、王功輝 、味喜大介、為栗健 
地球熱学： 
熱学：竹村恵二、大沢信二 、川本竜彦 、山本順司 、柴田知之、鍵山恒臣、 
古川善紹、大倉敬宏、宇津木充    教室：福田洋一 
 
（教室：地球物理学教室、 熱学：地球物理学研究施設、防災：防災研究所） 
 注：複数の分科に所属する教員はそれぞれの分科に重複して記載 
